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平成 19 年 10 月期 業績予想（連結・単独）の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成18年12月28日の決算発表時に公表いたしました「平成19年10月期（平

成18年11月１日～平成19年10月31日）の業績予想」を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせい

たします。 

 

 

１． 平成19年10月期連結業績予想の修正等 

 

(1)中間期（平成18年11月１日～平成19年４月30日） 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ２４,７００ △２,９００ △３,１００ 

今 回 予 想 （ Ｂ ） ２５,２６０ △１,８０２ △３,０２２ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ５６０ １,０９８ ７８ 

増 減 率  ２.３％ －  －  

［ご参考］前期（平成 18

年 1 0 月期中間）実績 
２５,１１３ △２,４２９ △４,７９１ 

 

(2)通期（平成18年11月１日～平成19年10月31日） 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ７７,６００ ３,３００ １,１８０ 

今 回 予 想 （ Ｂ ） ７０,３００ ３,１００ １,２００ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △７,３００ △２００ ２０ 

増 減 率  △９.４％ △６.１％ １.７％ 

［ご参考］前期（平成 18

年 1 0 月 期 ） 実 績 
６９,３１４ ２,８９８ △６,２７９ 

  

２． 平成19年10月期単独業績予想の修正等 

 

(1) 中間期（平成18年11月１日～平成19年４月30日） 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ２０,６００ △２,８７０ △２,９７０ 

今 回 予 想 （ Ｂ ） ２１,５２１ △１,９９２ △２,９６６ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ９２１ ８７８   ４ 

増 減 率  ４.５％ －  －  

［ご参考］前期（平成 18

年 1 0 月期中間）実績 
２０,６０４ △２,４８７ △４,８１１ 
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(2) 通期（平成18年11月１日～平成19年10月31日） 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ６７,９００ ２,８１０ ９２０ 

今 回 予 想 （ Ｂ ） ６１,２００ ２,４００ １,０００ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △６,７００ △４１０ ８０ 

増 減 率   △９.９％ △１４.６％ ８.７％ 

［ご参考］前期（平成 18

年 1 0 月 期 ） 実 績 
６０,８９７ ２,５３０ △７,１４９ 

  

３．修正理由 

（１） 連結 

①中間期 

    売上高については、単独の売上高増に伴い、前回予想を上回る見込みです。 

    経常利益については、単独の経常利益改善により、前回予想を上回る見込みです。 

    中間純利益については、単独の要因により、前回予想を上回る見込みです。 

  ②通期 

    売上高については、単独の売上高減に伴い、前回予想を下回る見込みです。 

    経常利益については、原価低減及び販売管理費等の経費削減が見込まれるものの、売上高の減少により 

売上総利益が減少することから、前回予想を下回る見込みです。 

 当期純利益については、貸倒引当金繰入額の改善などにより、前回予想を上回る見込みです。 

 

（２） 単独 

   ①中間期 
     売上高については、完成工事高及び販売用土地の売上高が増加することにより、前回予想を上回る見込 
    みです。 
     経常利益については、売上高増及び原価低減により４６７百万円の売上総利益が改善したことと販売管 
    理費等の経費削減４５３百万円などの要因により、前回予想を上回る見込みです。 
     中間純利益については、経常利益は前回予想を上回ったものの、下期に見込んでおりました貸倒引当金 

繰入額を当中間期において処理いたします結果、前回予想を若干上回る見込みです。 
   ②通期 
     売上高は、当中間期の受注状況から完成工事高６，０００百万円の減少が見込まれるため、前回予想 

を下回り、６１，２００百万円となる見込みです。 
経常利益は、原価低減及び販売管理費等の経費削減が見込まれるものの、売上高の減少により、前回 

予想を下回る見込みです。 
 当期純利益については、経常利益が前回予想を下回るものの、貸倒引当金繰入額の改善などにより、 
前回予想を上回る見込みです。 

     
４．特別損失の計上について 

   貸倒引当金繰入額 
     連結子会社である東日本ハウスサービス株式会社の営業貸付金債権の貸倒引当金繰入額を 886 百万円

計上したことにより、当中間期の純損失が658百万円となりました。 
     当社はその中間純損失に対して、貸倒引当金繰入額 658 百万円を計上することとしました。銀河高原

ビール株式会社は、現在、特別清算手続中でございますが、当中間期における事業整理損失に対して貸

倒引当金繰入額192百万円を計上することとしました。 
     なお、通期においては、特別損失を見込んであり業績に影響はございません。 
 
５．業績への影響 
    業績への影響につきましては、平成19年10月期業績予想(連結・単独)の修正のとおりであります。 
 
（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は  

今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


